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大阪樟蔭女子大学研究紀要第 13 巻（2023）

１.はじめに
乳児保育の乳児について、児童福祉法において「乳

児」は「満1歳に満たないもの」と定義されている（児
童福祉法第4条第1項）。保育所保育指針第2章「保育
内容」では「乳児保育」「1歳以上 3歳未満児の保育」
「3歳以上児の保育」と 3つに分けられている。また、
厚生労働省「指定保育士養成施設の指定及び運営の基
準についての別添に示されている「乳児保育Ⅰ」「乳児
保育Ⅱ」には乳児保育とは 3歳児未満児を念頭におい
た保育を示すとある。ここでは1歳児から3歳未満児を
乳児保育の対象として捉え、1歳児から3歳未満児の遊
びや、保育方法、育児担当制について述べる。主に育
児担当制に焦点をあてて考察を深めていく。X乳児保
育園の育児担当制の保育者のエピソードから乳児保育
の方法や形態、在り方を調査、検証し考察する。

２.研究目的
本研究目的は、乳児の育児の方法や課題について事

例をもとに考察し、担当保育制ついて検証することであ
る。日本の保育の歴史を紐解くと「みんな一緒に」が良
いとされてきた。それは保育者の経験から生み出された
保育方法であった。しかし、3歳児未満児の乳児保育に
ついては「みんな一緒に」が良いのかどうか疑問である
部分もある。特に月齢差が大きい 3歳未満児にとって、
一斉保育という形が子どもの成長に寄り添うことができ
るのかと考える保育者も少なくないのではないだろう
か。乳児保育は養護と教育が一体となっている。養護

とは生命の保持、情緒の安定である。「食事」「排せつ」
「睡眠」は特に重要であり子どもの生理的欲求がしっか
り満たされなくてはならない。1歳児からは養護の部分
も大切にしながらも遊びも大切になる。保育者のかかわ
り方も様々な子どもの成長に合わせて保育、教育してい
くものであると考えられる。保育の質は子どもの育ちに
非常に重要なことである。塩谷（（2020）は「乳児保育
においては何よりも安心して安全に健康的に生活できる
こと、保育者との確実な信頼関係があることが絶対条件
である。そのことを確実に保証していくためには、保育
の質を確保する『保育方法』がさらに検討されなけれ
ばならない」1と述べている。保育方法の形には様々な
ものがある。今回は育児担当制に焦点をあてて、保育方
法について考察を行う。乳児保育を行うにあたって、保
育者は何を大切に保育しているのか、X乳児保育園の
「留学」という取り組み及び「育児担当制」に着目し、
乳児保育の方法について調査し検証、考察する。
　

３.研究方法
（1）調査日 2022 年 2月
（2）調査方法　聞き取り調査
（3）調査対象者　X乳児保育園園長及び主任保育士
（4）倫理的配慮　本調査は園名を明かさずまたこの
　　　調査結果を論文にて公表する旨の許諾を得てい
　　　る

研究ノート

乳児保育の取り組み
―個々の子どもの発達を踏まえて―

児童教育学部　児童教育学科　中山　美佐

要旨：本研究の目的は乳児保育の様々な形態に着目し、乳児保育の方法や形態を調査し考察したものである。特に「育
児担当制」「留学」という形態をとる園の保育内容や方法から、保育所保育指針に述べられている保育の「内容」や
「ねらい」に焦点をあてて聞き取り調査、検証し、乳児保育のあり方について考察を深めることである。０歳児から
３歳未満児にとって「養護」の面は非常に大切である。しかし、指針にもあるように養護のみならず、「教育」の部
分も重要である。個々の子どもの育ちに寄り添い応答する保育は子どもの豊かな成長に欠かせないものである。「育
児担当制」「留学」からより良い保育が見いだせることが明らかになった。

キーワード：乳児保育、保育者、環境、保育方法、子どもと発達、ねらい
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4．エピソード内容
＜事例１　１歳２か月A君＞
A君は午前８時頃に登園してきて、スポンジ製の積

み木で遊んでいた。この時間は個々に登園し始め様々な
年齢の子ども達がともに遊ぶ。A君は積み木を持ち少
しずつ集めるような遊びを始めた。積み木を集めること
を楽しんでいた。少しすると、別の場所に持っていく。
積み木を持って行ったり運んだりして集める。このよう
な遊びを一人で楽しんでいた。8時半になると各クラス
の育児担当保育者が来てそれぞれの部屋に子ども達を
連れていく。しかし、A君はこの遊びに夢中になってい
る。保育者は夢中になって遊んでいるA君を見て、無
理には連れて行かず見守り、この部屋の保育者に「A君
は今、この遊びを楽しんでいるようなので、しばらく遊
んでいても良い？留学していてもいい？」と尋ねた。A
君の担当保育者はA君のいる保育室の様子を確認し、
他の子どもがゆったり遊べていること、また、保育者も
子ども６人に対して 4名いることからA君の遊びを続
けさせてあげたいと考えた。A君は他の子どもがそれ
ぞれのクラスに移動しても気が付かないほど夢中になっ
て遊んでいる。十分に遊んだ後、ふと顔を上げると、い
つもの育児担当保育者がいないことに気づき、探し始め
た。この行動にクラス保育者が気づき「A君、お隣の
いつものお部屋に帰る？」と聞いてみる。するとA君
は自分で隣の部屋を見に行こうとした。A君の育児担
当保育者が「A君、戻ってくる？」と聞くと笑顔で保育
者に抱きついた。

＜事例2　1歳11か月B君＞
B君はもうすぐ2歳児となる。同じクラスの育児担当

保育者はB君が最近、2歳児の子ども達の遊びに興味
を持っていることに気が付いていた。2歳児が園庭に出
てくるとじっと見ては行こうかどうか迷っている様子で

あった。育児担当保育者はB君と一緒にいる他の子ど
も達 3名の発達の様子から、もうすぐ 2歳になるB君
にとってはなんだかものたりないのではと感じていた。
育児担当保育者は生活そのものを月齢が近い同じ子ど
も達と共にすることが多い。遊びはそれぞれ違っていて
も、同じ場所で遊ぶことも多い。B君は他の子どもとか
かわろうとする場面も見られるが、他の子どもはまだ触
ってほしくない様子である。一人で遊びたいのだろう。
B君はそろそろ他のお友達とかかわりあいたいのではな
いかと育児保育担当者は感じ始めていた。一緒に何か
をして遊ぶというより、興味があるものが2歳児クラス
の子ども達の遊びにあるのではないか、また、少しは触
れ合いたいのではないかと思っていた。B君は園庭で遊
ぶ2歳児のボール遊びに興味を持ち2歳児クラスのとこ
ろに歩いて行った。育児担当者は「B君、2歳児さんと
一緒に遊ぶ？」と尋ねた。B君はすでに2歳児クラスに
入ろうとしていた。育児保育担当者は2歳児クラスの保
育者に「B君も一緒に遊んでいいかな？留学してもい
い？」と尋ね、2歳児クラスの保育者が「今なら大丈
夫、一緒に遊ぼう」と答えてB君に手招きをした。B君
は「ボール、ボール」と言いながら他の2歳児さんと同
じボールを持って転がして遊んだ。他の 2歳児もB君
が一緒に遊ぶことについて何の違和感もなく普段通りに
遊んだ。B君は他の子どもが上手にボールを転がしてい
るのを興味深く見ては、自分も転がして遊んだ。会話ら
しいものはなくても同じ遊びができたことはB君にとっ
てはとても楽しいことのようであり、2歳児がこの遊び
が終わるころ、育児担当保育者に「B君おいで」と呼ば
れると笑顔で保育担当者のところに戻っていった。これ
を機会に、時々2歳児クラスに「留学」し遊ぶことを増
やしていった。B君は2歳児の様子を見ては「B君も」
と言い、一緒に意欲的に遊ぼうという様子が見られた。
満足して遊んだ後は、育児担当保育者のところに戻って
いる。

＜事例３　2歳10か月　Cちゃん＞
Ｃちゃんはお話しもしっかりできてきておままごとや
お母さんごっこが大好きである。お母さんの役が好きで
「はい〇〇しましょうね」とお人形の着替えや、食事を
食べさせる真似をして遊んでいる。お母さん役は人気で
Ｃちゃんがしようと思っても、多くのおままごとの玩具
や、お人形が他の子どもの手元にあり、できないことが
ある。育児担当保育者は残念そうなＣちゃんを見て、1
歳児さんのお手伝いを思いつき「Ｃちゃん、エプロンを
付けてあげるお手伝いして欲しいな」と声をかけた。す
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図1　登園時の子どもの遊び



ると「Ｃちゃん、お手伝いする」と目を輝かせて言っ
た。育児担当保育者は少し時間があるときにＣちゃんを
1歳児低月齢さんのクラスに連れていき「お手伝いに来
ました」と言い「Ｃちゃんが、エプロンを付けてくれま
す」と紹介した。1歳児低月齢の子ども達は椅子に座っ
ていてＣちゃんにエプロンを付けてもらうとにっこり笑
った。Ｃちゃんは嬉しそうに、数人の1歳児さんにエプ
ロンを付けた。1歳児さんへの留学は、Ｃちゃんにとっ
てとても楽しい活動であり、時々「お手伝いに行く」と
自分から話すこともあった。この後、お母さん役ができ
ないときは、1歳児に「留学」してお手伝いして満足す
ると、自分のクラスに入り、「さあ〇〇しないとね」と
掃除をする仕草を見せた。

5．考察
事例１からわかることは保育者が子どもの遊びを十分

に担保したいという保育者の想いである。この「留学」
は、時間が来たからもうこの遊びがおしまいではなく、
十分に、納得できるまで遊びに集中させてあげたいとい
う想いからの「留学」である。子どもによっては「行く
よ」と声を掛けたらすぐに遊びを止めて保育者とともに
ついていくこともあるだろう。しかし、この時のA君
は遊びに夢中になっていて、ものを掴む、掴んで別のと
ころに運び、また再度、掴んで運ぶという遊びを夢中に
なってしていた。少し前までは歩くことが楽しいと、ひ
たすら歩くことに集中していたが、掴んで運ぶことがで
きたA君にとってはとても楽しく、もっとしたい気持
ちが強かったと思われる。これを今すぐに止める必要も

ないし、できるものであれば続けさせてあげたい、思う
存分させてあげたいと保育者は思ったと推測する。だか
ら今ここに留まる「留学」という選択をしたのだろう。
今までは歩くことが大好きだったA君が、歩くこと、
その上、ものを掴み、それを持って運べることはとても
楽しいことだと想像する。子どもの発達を考慮すると、
その遊びの担保は非常に大切である。また、子どもの遊
びの担保は非認知能力を育てることにもつながると考え
られている。興味を持って遊ぶ、十分満足するまで遊ぶ
ことは、子どもの自己肯定感を育むことにもつながる。
途中で「止めなさい」と遮られては、育つものも育たな
くなるだろう。この時の「留学」は遊びを続けさせてあ
げたいという想いの中に重要な内容が詰まっている。ま
た、十分に遊んだ後、育児担当保育者を探し、安心し
たい、認めて欲しいといった気持ちもあったと思われ
る。だからこそ、いつも一緒にいる担当保育者に抱きつ
きに行ったのだろう。充分に育児担当保育者との関係が
形成されていて、他のクラスで不安にもならずに遊び切
れたのではないだろうか。
事例2から考えられることは、保育者が子どもの成長

を目の当たりにし、月齢の高い子どもとのかかわりあい
を大切に考え、子どもに寄り添っていることである。子
どもの遊びは成長とともに変化する。また、成長ととも
に子ども同士のかかわり方も変わってくる。B君にとっ
て少し月齢が高いお友達がしていることはとても興味深
く、何かを一緒にするというより、同じように遊びた
い、見てみたい、やってみたいという想いが強くなって
いたのではないだろうか。このような様子を保育者が見
逃さず、その時を捉えてともに遊びの中に招き入れても
らうことはB君の心身の発達にも良い影響があったと
思われる。保育者はそろそろ2歳に近づいてきているB
君を、2歳児の遊びに近づけ、平行遊びをさせてあげた
い想いがあった。その後、たびたび 2歳児が園庭に来
て遊ぶとき、ともに遊ぶようにしている。これは進級し
ていくときの移行期間としても自然な流れであるだろ
う。いっぱい遊んだ後は育児担当保育者のもとで気持ち
もゆったり過ごせたと思われる。この事例もやはり育児
担当者との関係がしっかりできていることが推察され
る。
事例３からはCちゃんの発達と気持ちを保育者が上

手に受け止め、Cちゃんがしっかり気持ちの切り替えが
でき、年齢が自分よりも小さいお友達に優しく接するこ
とができる機会を持っていることである。この経験は例
え子どもが小さくてもできることを示している。まだ、
小さいからできないではなく、小さくてもできる、ま
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図2　担当制での食事場面



た、この時だからできることを大切に保育している様子
がわかる。この経験でCちゃんは小さい組への「留学」
が大好きになり、お手伝いできることが自信に繋がった
ようで、時々「お手伝いに行きたい」と自分で言うよう
になった。保育者の想いがうまく子どもに伝わった事例
であるだろう。乳児保育園の場合2歳児はしっかりした
「お姉ちゃん、お兄ちゃん」と見られていて、小さいな
りにもその自覚があるのだと考えられる。

6．総合考察
X乳児保育園では育児担当制を行っている。0歳児 3

人に対して保育者3から5人で担当している。これは早
番や遅番などがあるためである。また1歳児6名に対し
て 5名の保育者が担当している。これも 0歳児と同じ
で、遅番や早番があるためである。また、関わる人数は
時間帯によって多くなったり、少なくなったりしてい
る。食事などの介助の際には多くなるように工夫されて
いる。乳児保育園であるため子どもは 0歳児から 2歳
児が在籍している。既に3歳を迎えた子どもも在籍して
いる。X園の園舎環境は 1階には 0歳児と 1歳児の保
育室があり、2歳児のみ 2階に保育室がある。0歳児が
歩けるようになると、1歳児の部屋に行くことも多く、
また、逆に1歳児の部屋から0歳児の部屋に行くことも
ある。しかし、2歳児の保育室に行くには階段があるた
め、0歳児、1歳児ともに行き来する機会は多くはない。
保育者の年齢は幅広く在籍していて、経験豊富な保育
者とそうではない保育者がともに同じ子どもを担当する
ように工夫されている。育児保育担当制は 10年ほど前
から行っており、園ではこの保育方法が普通になってい
る。また、「留学」した際には保護者に必ず様子を伝え
ている。大きい組さんに行ったことや、逆に小さい組さ
んにお手伝いに行ったという報告は保護者にとってはと
ても嬉しい内容であり、エピソードの一つひとつに子ど
もの成長と保育者の意図や想い、保護者との連携が感
じられる。
また、X園では育児担当制について、子どもと合わな
い保育者がいた場合、適宜変更してみて子どもと合う
保育者が育児担当になるようにしている。これはたびた
び行うのではなく入園当初、進級当初に行っている。こ
のことについては保護者も了解済みであり、子どもに一
番良いように、園で安心して過ごせるように担当者を決
めている。保育所保育指針（2017）の乳児保育に関わ
るねらい及び内容（3）保育の実施に関わる配慮事項に
は「オ担当の保育士が替わる場合には、子どものそれ
までの成育歴や発達過程に留意し、職員間は協力して

対応すること」2とある。子どもを主として考えた場合、
保育士の変更や育児担当者の変更も考慮されることで
ある。進級して担当者が変わることもあるが子ども達が
成長して、今までと違う育児担当者になってもしっかり
遊び過ごすことができているとのことである。X園は乳
児保育園であり規模も大きくないため、どの保育者も子
どもみんなを知っており、子どもの様子を保育者みんな
が共有できている。そのため、園全体で保育を行うこと
ができるようにしている。
また、保育の内容はみんなで一緒に遊ぶというより

は、それぞれ自分の好きな遊びを行うといった様子であ
り、保育者が一斉に子ども達と遊ぶことはあまりなく、
子ども主体で遊びたい遊びを個々にする様子である。子
どもによっては、また、その時々により、育児担当保育
者のもとを離れて遊ぶ子どももいれば、育児担当保育者
としか一緒にいられない子どももいる。個々の子どもが
安心して、満足して遊ぶことが大切であり、子どもの遊
びに重きを置いている。もちろん、子どもの様子から遊
ぶ玩具や素材を変えてみることも行っている。
0から3歳児未満児の保育には様々な方法がある。担

当制と言っても場所の担当制や月齢で分けるグループ分
けのような担当制、時間で分ける担当制もある。どの担
当制も良い面とそうではない面もあるだろう。場所の担
当制は例えば排せつの担当保育者は子ども達が順番に
排せつを促し、トイレトレーニングを行ったりする。食
事担当であれば０歳児３名について保育者１名が食事
介助をする。これらは場面によって保育者が変わる。こ
れがすべていけないわけではない。時間的にはすんなり
行うことができるだろう。しかし子どもにすると、順
次、排せつを促されるため子ども主体というより、保育
者主体になりかねない場合もあると考えられる。場所の
担当制について西村（2021）は「子どもにとっては様々
な場面で複数の保育士が関わるため『いつも違う』こと
が常態となります。つまり『いつも同じである』ことで
得る安定感や見通しを持つことが困難になりやすいと同
時に、『いつも違う』という混乱を当たり前のこととし
て受け入れざるを得ない生活となってしまいます」3と
述べている。また、月齢別で分けるグループ分けについ
ては、月齢が近いため子どもの発達が同じくらいであり
援助や遊びの提供はしやすいかもしれない。このことに
よりスムーズな保育、援助もできると思われる。ただ、
子どもとの相性や同じことを同じ時間に行うなど、保育
者が主になってしまう可能性もあるだろう。グループ担
当制について西村（2021）は「子どもにとって遊びも生
活も『グループ行動』になります。そのため、一日の中
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では食事、排泄などの生活場面でも遊びの場面でも、
グループ全員がそろうまでの待ち時間が生じるなどの制
約が発生します。行動がグループ単位なので、子ども
がグループの流れに適応することになる反面、グループ
の流れが一人の子どもの状態に適応するわけではありま
せん。」4と述べている。子どもが主体的に生活や遊び
をすることを考えると、いつもグループごとで行動する
のは子どもの育ちを考えると少し無理があるように思わ
れる。この他の担当制には、登園順で担当制を行うこと
もある。これは子どもの生活の流れに寄り添うことがで
きるだろう。早く登園してくる子ども達は、遅く登園し
てくる子ども達よりもお腹が空くのも早い時間であるだ
ろうし、早くに昼食を食べ、早めに午睡することがで
き、子ども達の生活リズムに寄り添って保育、援助がで
きる。しかし、子どもと保育者の相性や、子ども同士の
相性はどうだろうか。うまくいけば問題ないとも思われ
るが登園順であるならば月齢差について悩むこともある
のではないだろうか。
どのような形であれ、子どもが主体的に、また、成長
を促していける保育であれば良いだろう。しかし、前述
してきたように、どこかで保育者主体になりかねない場
合も考慮していく必要はあると考えられる。小さなグル
ープの担当制であろうが、一つのクラスの大きなグルー
プであろうが、一斉保育のようになってしまうことは
多々あるのではないだろうか。個々の時間を大事に保育
していると、子どもが主体であったとしても、食事を一
緒に食べる食事介助や、トイレを促す時は、どうしても
保育者主体にならざるを得ないことがあるだろう。この
部分を個々の子どもに合わせていくのは、保育者が個々
にいないと難しいのではないかと考えられる。一斉保育
をどのようにとらえていくかは、園や保育者の考えにゆ
だねられる部分がある。保育の方法として今まで、ま
た、今も根強くある考えは一斉保育の方が「怪我をさせ
にくい」「子どもを見やすい」「まとめやすい」という想
いであろう。確かにこれがすべて悪いわけではない。利
点もあるだろう。しかし、子ども個々の成長を育んでい
くときに、子どもの個々の尊重もまた大切であることに
気が付くだろう。「待たされる」「早くさせられる」こと
よりも子ども自身が尊重されて主体的に活動できること
は重要である。保育者はわかっていてもできないという
ジレンマに陥ることもあるだろう。担当制について南條
（2021）は「現在、わが国で実践されている『担当制』
の保育には二つの流れがあった。一つは 1999 年改訂
『保育所保育指針』が打ち出された『担当制』であり、
これ以降『担当制』は広く普及した。しかし、この実践

内容は多様であり、特定の保育者が特定の子どもと『継
続的』『応答的』に関わることによって情緒的関係を結
ぶという『担当制』の本来の趣旨が生かされていないこ
とも多く見受けられることがわかった。また、かえって
『小さな一日の日課』を子ども達に強いることにもなっ
た。その理由として、保育者の『子どもの主体性』や
『大人と子どもの関係性のあり方』の理解の困難があっ
た。」5と述べている。これは今後の課題となると思われ
る。
また、乳児保育そのものを考えるとき愛着関係につい
てはどの保育者も大切に考えているだろう。乳児保育を
行う際に気を付けていることについてアンケートを保育
者から取り結果をまとめた石川（2019）は保育者が一番
大切にしている事柄で「愛着関係の醸成」「怪我、事故
のないよう目を配る」が挙げられていることについて
「大人の手が必要な時期であるが故に、安心、安全な環
境において複数の目で見守り、愛着関係を育むことを重
要視している表れであろう。乳児保育を担当する保育
者が、これらの項目を意識して保育にあたっていること
が窺えた。乳幼児期の愛着関係が重要であることは言
うまでもないが、子どもが保育者を信頼し生活を共にで
きるよう配慮している様子を感じた。それは一人の保育
者だけでできることではなく、保育者間の連携を図り園
全体で子どもと保育者を支えようとしているのではない
か」6と述べている。どのような方法や形の保育であっ
たとしても、保育者は子どもとのかかわりをとても大切
に保育していると思われる。特に今では当たり前のよう
に大切にされている非認知能力やアタッチメントについ
ては多くの保育者が学び、その重要性を認識しながら
保育を行っている。アタッチメントについては乳児期に
おいて情緒的絆を保育者と結ぶことは個々の子どもの成
長に大きくかかわることであり、どの保育形態であって
も重要視されている。一斉保育を行っているとしても担
当保育者は子どもとの情緒的絆はしっかり育む保育を行
っていると思われる。
X乳児保育園の育児担当制は時には、育児担当者の

変更もし、また、「留学」という形も取り入れてより柔
軟に子どもに寄り添い保育できている。月齢や年齢の違
うところで過ごすことを認め、子どもと寄り添いながら
保育をしている。しかし、課題がないわけではない。保
育者不足であるため、「留学」したくても保育者が自分
の担当の子どもで手一杯であった場合はそれを行うこと
は難しい。「今は無理」という場合もある。子どもにと
って「今、この時」という大切な一瞬をうまく繋げるこ
とができない場合もある。保育所保育指針（2017）では
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保育の方法について「ア一人一人の子どもの状況や家
庭及び地域社会での生活の実態を把握するとともに、
子どもが安心感と信頼感を持って活動できるよう、子ど
もの主体としての思いや願を受け止めること」7とある。
「留学」という保育方法はこの指針に書かれていること
を保育者が理解しできる場合は他のクラスに入ること
や、他のクラスに留まることも可とすることにより子ど
もの主体性を大切に保育できていると考察される。また
育所保育指針の保育の方法について「ウ子どもの発達
について理解し、一人一人の発達過程に応じて保育す
ること。その際、子どもの個人差に十分配慮すること」8

とも書かれている。子どもの月齢差は大きく、特に子ど
もの年齢が小さいほど個人差は大きい。乳児保育園に
いる０から3歳歳未満児は発達に大きな差があってもお
かしくない。この子どもたちの発達を考慮し、また、理
解し、寄り添うことは子どもの豊かな成長に繋がると推
察される。保育所保育指針（2017）の 1歳以上 3歳児
未満の保育に関わるねらい及び内容には「（1）基本的事
項アこの時期においては、歩き始めから、歩く、走る、
跳ぶなどへと、基本的な運動機能が次第に発達し、排
泄の自立のための身体的機能も整うようになる。つま
む、めくるなどの指先の機能も発達し、食事、衣類の着
脱なども、保育士等の援助の下で自分で行うようにな
る。発声も明瞭になり、語彙も増加し、自分の意志や欲
求を言葉で表出できるようになる。このように自分でで
きることが増えてくる時期であることから、保育士等
は、子どもの生活の安定を図りながら、自分でしようと
する気持ちを尊重し、温かく見守るとともに、愛情豊か
に、応答的に関わることが必要である。イ本項において
は、この時期の発達の特徴を踏まえ、保育の『ねらい』
及び『内容』について、心身の健康に関する領域『健
康』、人とのかかわりに関する領域『人間関係』、身近な
環境との関わりに関する『環境』、言葉の獲得の関する
領域『言葉』及び感性と表現に関する領域『表現』と
してまとめ、示している」9と述べられている。これら
の内容から読み取れることは、日々の保育者がどのよう
にねらいを持って子どもと接し、子どもとの関係をうま
く築くかによって大きく変化すると捉えられる。いつも
同じ保育、いつも同じ育児担当者では難しい場合もある
だろう。安定した生活環境はもちろんのこと、安定した
保育者との関係がまず基礎としてないと、子どもの豊か
な成長、それに基づくねらいは達成することは難しいの
ではないだろうか。保育者は保育所保育指針のねらい
や内容を踏まえて保育を行う必要がある。このためには
保育の形態や方法も変化していくことが子どもを主体と

して保育することに繋がると考えられる。「育児担当
制」、「留学」は保育する中で選択肢として必要だと考察
される。樋口（2018）は育児担当制の中の遊びについて
「遊びなどに関しては担当児にこだわらず、クラスの他
の子どもとの関係づくりにも十分配慮しながら関わって
いきます。しかしながら、同時にそんな中で自分の担当
児との関係をしっかり意識して、その子にとって保育園
で生活しているときの精神的な『安全基地』になるよう
心掛けていることが大切です」10と述べている。また樋
口（2018）は「育児担当保育を実施していく上におい
て、最も重要なことは『保育者同士の信頼と相互理解』
です。保育者同士の人間関係がクラスの子ども同士の人
間関係に大きな影響を与えることを考えれば、保育者同
士が良い人間関係を築いていくことがとても大切です」11

とも述べている。園全体で子どもを一緒に育てあうこと
は簡単なようで難しい面もあるだろう。しかし、保育者
の意識によって子どもの育ちが変わると捉えておく必要
があると考えられる。

おわりに
時代とともに様々な研究もなされ、乳児期の保育がい

かに重要であるかが解ってきている。愛着関係や子ども
への関わり方によって育つこどもの様子が変化すると考
察される。乳児期における保育は人としての基礎を育て
るものであり、決して養護だけすればよいものではな
い。認知能力はもちろん大切である。非認知能力もま
た、非常に大切である。乳児を取り巻く保育の環境の人
的環境について加藤（2019）は「子どもは、保育者との
信頼関係を築くことによって、情緒が安定し、安心して
生活することができる。まず、一人の保育者が継続的に
関わることにより、子どもは特定の保育者を安心できる
存在として受け入れていく。信頼できる保育者の存在
が、子どもの自信となり、周りに対する興味や関心を広
げていく。子どもの眠い、お腹が空いた、泣くなどの要
求のあらわし方は、一人一人異なっている。同じ保育者
が関わることで、子どもの欲求をいち早く気づくことが
できる。保育者自身も子どもの世話をし、関わる中で、
子どもに対して『愛する、慈しむ』という気持ちが芽生
える。その相互の信頼関係こそが保育の中では何より大
切であろう」12と述べている。特定の保育者、特に少人
数での担当制はなお良いのではないだろうか。また、そ
こから生まれる非認知能力については見えないだけに子
どもの日々の様子や保育者の関りが非常に重要である。
「育児担当制」や「留学」は子どもの日々の様子に即し
ていると考察される。
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しかし、「育児担当制」に課題がないわけではない。
例えば保育者自身の育ちを考えるとき、月齢でクラス分
けをしていて主になる保育者がいる場合、そして一斉保
育を行う場合、新任の保育者は見て学ぶ、聞いて学ぶ
ことが多くあり、保育者を育てる環境としては良いだろ
う。新任保育者は多くのことを早い段階で学び、保育を
行えると思われる。初めから育児担当制でありいつも頼
りになる先輩保育者がいると、その中での役割が副担当
者となり得ることが多くなり、保育者としての経験や学
びが少なくなることも考えられる。保育者不足の中で
は、早い段階で保育者が一人立ちできることも早急に求
められる。現場では子どもの育ちとともに保育者の育ち
が求められている。保育者不足は保育の現場では大変
厳しい状況にある。保育室などの環境が整っていても保
育者不足で子どもの受け入れができない園もある。ま
た、何とか保育者を確保してもギリギリの状態で保育者
が疲弊してしまい離職することもある。より良い保育を
行うための人材は非常に大切であり、今後、どのような
形で保育を行うにしてもやはり保育者が十分に在籍して
いることが重要になる。前述してきた「育児担当制」
「留学」についても十分な保育者がいてこそ行える保育
である。また、学び続けられる保育者がいてこそ、より
良い保育が行われると考えられる。

この研究ノートは日本保育者養成教育学会第 6回発
表に加筆を加えたものである。
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